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中部産業遺産研究会にご興味のありそうな方に、このメールを是非転送して下さい。 

【中部産業遺産研究会の入会案内はこちら】 

http://csih.sakura.ne.jp/nyuukaiannai.html

【中部産業遺産研究会のホームページはこちらから】 

http://csih.sakura.ne.jp/index.html

【 ＣＯＮＴＥＮＴＳ 】━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

【１】中部産業遺産研究会・関連団体の行事予定  

【２】シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第３３回についてご連絡／山田貢【再送】 

【３】豊田市近代の産業とくらし発見館からのお知らせ【New】 

【４】第１３２回定例研究会のご報告／中部産業遺産研究会 事務局【New】 

【５】大人の算数・理科シリーズ：モノづくりの原点 第１４回／杉本漢三【New】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【１】中部産業遺産研究会・関連団体の行事予定 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

【５月の総会の日程が以前にご案内していた日から変わりましたのでご注意下さい】 

●シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第 33回 2015/02/22(日) 13:00～ トヨタ産業技術記念館 

●第 133 回研究会           2015/03/22(日) 13:00～ 大同大学 本館 14階 交流室 

 （交通：名鉄河和線・常滑線 大同町駅下車 徒歩５分） 

●第 23回総会・第 134回研究会     2015/05/17(日) 13:00～ 名城大学 名駅サテライト大会議室 

・第 135 回例会          2015/07/26(日) 13:00～ 開催予定 

・第 136 回例会・見学会  2015/09/27(日) 13:00～ 開催予定 

・パネル展講演会・第 137 回例会  2015/11/29(日)または 12/06(日) 13:00～ 名古屋都市センター開催予定 

会場は名古屋都市センターを除き予定です。名城大学名駅サテライトにお願いする予定ですが、  

大同大学や豊田くらし発見館などに変更する場合があります。  

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【２】シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第３３回についてご連絡／山田貢【再送】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

シンポジウム「日本の技術史をみる眼」第３３回についてご連絡 

 ＜http://csih.sakura.ne.jp/nitigi.html＞ 

４
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現在、講師の方を含めても参加者数が５０名以下と、予定の半数しか集まっていません。 

お知り合いの方にもご紹介ください。 

リーフレットはシンポジウムホームページからダウンロードできます。 

 ＜http://csih.sakura.ne.jp/nitigi.html＞ 

みなさまも、予定がつきましたら是非ご参加ください。 

１，参加申込 

  ホームページから申し込んでください。 

2，参加費 

  できれば、事前にシンポジウムホームページに記載の口座へ振り込んでください。  

  振り込む時間がない方は、当日受付でお支払いください。 

３，シンポジウムの「講演報告資料集」のみの販売 

  シンポジウムに参加できない方には、「講演報告資料集」のみの頒布をします。 

  印刷部数が限られていますので、希望者は下記へ申し込んでください。 

  申込先、＜yamada3a1415926535@ca2.so-net.ne.jp＞ 実行委員会事務局 山田まで 

  必要冊数、受け取り方法 （３月定例研究会か郵送） を連絡してください。 

  費用、実費（５００円）＋送料（郵送希望者）  

  支払方法、２月１６日までに、シンポジウムホームページに記載の口座へ振り込んでください。 

  その他詳細は、申込者宛にご案内します。 

   ※事前申し込みの締め切り、２月７日（土） ＜必着＞ 

４，シンポジウム当日のトヨタ産業技術記念館の見学 

  午前中 10:00～12:00 でシンポジウムの講師でもある成田副館長がガイドツアーを行う予定です。 

  一般入場者と同じように各自で申し込んでご参加ください。（開館は、９時３０分です） 

  定員は、一般と合計で 20 名です。 

  入場料は各自で負担してください。 

  詳細はトヨタ産業技術記念館ホームページ参照 

   ＜http://www.tcmit.org/usageguide/guidetour.html＞ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【３】豊田市近代の産業とくらし発見館からのお知らせ【New】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

企画展「明治・大正・昭和・平成 まちなかの変遷」開催のご案内 

  拝啓  時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。いつも発見館をご利用いただき、 

厚くお礼申し上げます。このたび当館では、平成 27年２月 10日（火）～４月５日（日）の 

期間、企画展「明治・大正・昭和・平成 まちなかの変遷」を開催します。「豊田市」中心 

市街地の変遷を地図と写真で紹介するとともに、「豊田市駅前通り北地区第一種市街地再開 

発事業」について紹介します。また下記の行事も行います。 

是非この期間中に、ご家族・ご友人の方々をお誘いあわせの上、当館へご来館賜りますよう 

ご案内申し上げます。                       敬具 

【行事のご案内】 

①見学会「昭和期の地図でまちなかを歩こう！」 

と き：平成 27年２月 14日（土）午前９時 30分～12 時 

内 容：豊田の中心市街地を、昭和期の地図・写真と対比しつつ歩いてご案内します。 

古くから続く商店に残るお宝も見学できます。 

参加費：保険料 100 円 

申込み：電話で発見館までお問合わせください。（定員１５人に達するまで可） 

②まちなかを舞台にした短編映画上映とギャラリートーク 

と き：平成 27年２月 21日（土）午前 10時～11時 

内 容：当館学芸員によるギャラリートークのあと、豊田市駅前通り北地区を舞台にした 

短編映画を上映します。（当日５分前までに発見館へ） 
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③講演会「まちの歴史を知ろう！」 

と き：平成 27年３月８日（日）午後１時 30分～２時 30分 

場 所：発見館学習室 

内 容：豊田市駅前商業協同組合理事長で、カメラの店白樺社長の吉村達也氏に、 

収集したまちなかの写真解説と「まちの歴史」についての講演をしていただきます。 

   定 員： 50 人 

   申込み：事前に電話もしくは直接発見館でお申込み下さい。参加費：無料 

④ものづくり体験 「回転のぞき絵」 

と き：企画展期間中いつでも 午前９時～午後４時 30 分 

内 容：自分でアニメを作ってみよう。 

定 員：先着各 100 セット（期間中随時受付 なくなり次第終了）参加費：200円 

追伸  発見館にお越しの際に、メール受信の旨をスタッフにお申し出ください。 

    ささやかな記念品をご用意しております。 

（問合せ）豊田市近代の産業とくらし発見館 

   〒471-0027 愛知県豊田市喜多町 4-45 

   電話 0565-33-0301 FAX 0565-33-0319 

   Ｅ-mail : hakken@city.toyota.aichi.jp

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【４】第１３２回定例研究会のご報告／中部産業遺産研究会 事務局【New】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

第１３２回定例研究会のご報告を添付ファイルにて致しますのでご参照下さい。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

【５】大人の算数・理科シリーズ：モノづくりの原点 第１４回／杉本漢三【New】 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

                ２進法 

 デジタル技術の根底を支える２進法の原理を確立したのは、ドイツの哲学者・数学者の 

ライプニッツ(Gottfried Wilhelm Leibniz、1646～1716 年)である。10進法は、0から 9 

まで進むと次の数で桁が繰り上がるが、2進法では、0→1の次に桁が繰り上がって、0に 

戻る。だから 10進法の 1は、2進法で→1、同様に 2→10、3→11、4→100、5→101 となる。 

要するに 0と 1の二つだけの表示であり、電気の＋、－に置き換えられる。ライプニッツは、 

微積分学の記号群を広くヨーロッパ大陸に浸透させたため、それまでの記号群に無頓着だった 

イギリスの元祖ニュートン微積分学は衰退してしまった。 

 このようにライプニッツは記号に対するこだわりは強く、今日、数学に当たり前のように 

使われている記号の多くは、彼が作ったものである。 

貪欲なまでに「良い記号」を探したのは、宇宙の神秘を解き明かしかったからとも言われている。 

参考文献；｢数学の女王｣－歴史から見た数論入門、J.R．Goldman 著、共立出版 2013 年刊  

--  

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■ 

中部産業遺産研究会のニューズレターは電子メールアドレスをお持ちの会員の皆様に 

Google グループのメーリングリストのシステムを使って配信しています。 

配信元：中部産業遺産研究会 会報編集委員・広報幹事 橋本 英樹 

E-mail ： hidekih@wine.plala.or.jp

Copyright 2002-2014 The Chubu Society For The Industrial Heritage, Allrights reserved. 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■ 

---  

このメールは Google グループのグループ「中部産業遺産研究会」の登録者に送られています。 

このグループから退会し、グループからのメールの配信を停止するには csih+unsubscribe@googlegroups.com にメー

ルを送信してください。 

http://groups.google.com/group/csih からこのグループにアクセスしてください。 

４
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その他のオプションについては、https://groups.google.com/d/optout にアクセスしてください。 


